
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】容易に携帯することが可能であると共に、非常

に異なる使用にも適合するように、現在使用されている

装置を大幅に簡略化可能な、呼吸療法のための酸素又は

酸素付加空気供給装置を提供する。

【解決手段】呼吸療法のための酸素又は酸素付加空気供

給装置は、呼吸用フード１と組み合わされて使用される

ものであり、流量計量器を経由して酸素供給源に接続さ

れるベンチュリ計量器２と、上記ベンチュリ計量器２に

設けられ、流量調整部材１７によって調整される空気取

り入れ口１２とを備える。

【選択図】図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 呼 吸 用 フ ー ド (１ )と 組 み 合 わ さ れ て 用 い ら れ る 呼 吸 療 法 の た め の 酸 素 又 は 酸 素 付 加 空 気
供 給 装 置 に お い て 、
　 第 １ 流 量 計 量 器 (１ ４ )を 経 由 し て 酸 素 供 給 源 (１ ５ )に 接 続 さ れ た ベ ン チ ュ リ 計 量 器 (２ )
と 、
　 上 記 ベ ン チ ュ リ 計 量 器 (２ )に 設 け ら れ 、 流 量 調 整 部 材 (１ ７ )に よ り 調 整 可 能 な 空 気 取 り
入 れ 口 と
　 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 呼 吸 療 法 の た め の 酸 素 又 は 酸 素 付 加 空 気 供 給 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 上 記 ベ ン チ ュ リ 計 量 器 (２ )は 、 使 い 捨 て タ イ プ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載
の 呼 吸 療 法 の た め の 酸 素 又 は 酸 素 付 加 空 気 供 給 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 携 帯 式 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 呼 吸 療 法 の た め の 酸 素 又 は 酸 素
付 加 空 気 供 給 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 上 記 ベ ン チ ュ リ 計 量 器 (２ )は 、 上 記 呼 吸 用 フ ー ド (１ )の 供 給 ポ ー ト (３ )に 取 り 付 け ら れ
る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ３ の い ず れ か に 記 載 の 呼 吸 療 法 の た め の 酸 素 又 は 酸 素 付
加 空 気 供 給 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 上 記 ベ ン チ ュ リ 計 量 器 (２ )は 、 吸 入 口 (１ ２ )に 第 １ 酸 素 供 給 管 (１ ３ )を 接 続 す る カ ッ プ
リ ン グ (１ １ )を 、 そ の 吸 入 端 部 に 有 す る ボ デ ィ (１ ０ )と 、 上 記 カ ッ プ リ ン グ (１ １ )に 設 け
ら れ 、 上 記 流 量 調 整 部 材 (１ ７ )に よ っ て 調 整 さ れ る 開 口 (１ ６ )と を 備 え る こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 １ 乃 至 ４ の い ず れ か に 記 載 の 呼 吸 療 法 の た め の 酸 素 又 は 酸 素 付 加 空 気 供 給 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 上 記 流 量 調 整 部 材 は 、 上 記 開 口 (１ ６ )を 閉 鎖 し て 調 整 を 行 う た め に 上 記 カ ッ プ リ ン グ (
１ １ )に 装 着 可 能 な キ ャ ッ プ (１ ７ )か ら な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ５ の い ず れ か
に 記 載 の 呼 吸 療 法 の た め の 酸 素 又 は 酸 素 付 加 空 気 供 給 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 上 記 ベ ン チ ュ リ 計 量 器 (２ )の 上 記 ボ デ ィ (１ ０ )に 、 第 ２ 流 量 計 量 器 に よ り 調 整 さ れ る 第
２ 酸 素 供 給 管 を 接 続 す る た め の 補 助 吸 入 ポ ー ト (２ ０ )を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １
乃 至 ６ の い ず れ か に 記 載 の 呼 吸 療 法 の た め の 酸 素 又 は 酸 素 付 加 空 気 供 給 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 呼 吸 療 法 の た め の 酸 素 又 は 酸 素 付 加 空 気 供 給 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 現 在 、 既 に 知 ら れ て い る よ う に 、 医 療 環 境 及 び 非 医 療 環 境 に お い て 、 患 者 に 供 給 す べ き
酸 素 が 混 入 さ れ た 適 切 な 量 の 空 気 を 供 給 す る よ う に 構 成 さ れ た 装 置 及 び ／ 又 は 機 械 を 必 要
と す る 非 常 時 に は 人 工 呼 吸 器 が 用 い ら れ る 。 こ の よ う な 装 置 は 、 現 在 利 用 可 能 な 方 法 の 場
合 、 空 気 供 給 源 と 酸 素 供 給 源 と の 間 の 接 続 を 必 要 と す る と 共 に 、 供 給 量 及 び 対 応 す る 酸 素
含 有 量 を 調 整 す る 装 置 を 必 要 と す る た め 、 固 定 さ れ た 据 え 付 け 型 の も の と な っ て い る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の た め 、 同 じ 装 置 を 全 て の 患 者 に 対 し て 使 用 し な け れ ば な ら ず 、 こ の よ う な 装 置 が 多
目 的 に 使 用 さ れ る こ と は ほ と ん ど な い 上 に 、 し ば し ば 殺 菌 処 理 を 行 わ な け れ ば な ら な い 。
　 本 発 明 の 狙 い は 、 容 易 に 携 帯 す る こ と が 可 能 で あ る と 共 に 、 非 常 に 異 な る 使 用 に も 適 合
す る よ う に 、 現 在 使 用 さ れ て い る 装 置 を 大 幅 に 簡 略 化 可 能 な 、 呼 吸 療 法 の た め の 酸 素 又 は

10

20

30

40

50

(2) JP 2007-296359 A 2007.11.15



酸 素 付 加 空 気 供 給 装 置 を 提 供 す る こ と に よ り 、 上 述 し た 課 題 を 解 決 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の よ う な 狙 い の も と で 、 本 発 明 の 目 的 は 、 使 用 さ れ る 部 材 が 使 い 捨 て タ イ プ の も の で
あ る こ と に よ っ て 、 結 果 的 に 装 置 の 殺 菌 工 程 に 関 連 す る 全 て の 作 業 を 簡 略 化 す る こ と が で
き る 装 置 を 提 供 す る こ と に あ る 。
　 本 発 明 の も う １ つ の 目 的 は 、 そ の 特 有 の 構 成 上 の 特 徴 に よ り 、 使 用 時 に 最 大 限 の 信 頼 性
と 安 全 性 を も た ら す こ と が 可 能 な 装 置 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 の 更 な る 目 的 は 、 一 般 市 場 で 利 用 可 能 な 部 材 及 び 素 材 か ら 容 易 に 得 る こ と が 可 能
で あ る と 共 に 、 単 に 経 済 的 観 点 か ら 見 た 場 合 に お い て も 競 争 力 の あ る 装 置 を 提 供 す る こ と
に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ の よ う な 狙 い 及 び 目 的 、 並 び に 以 下 で 明 ら か に な る 別 の 目 的 は 、 本 発 明 に よ る 呼 吸 療
法 の た め の 酸 素 又 は 酸 素 付 加 空 気 供 給 装 置 に よ っ て 達 成 さ れ る 。 本 発 明 に よ る 呼 吸 療 法 の
た め の 酸 素 又 は 酸 素 付 加 空 気 供 給 装 置 は 、 呼 吸 用 フ ー ド と 組 み 合 わ さ れ て 用 い ら れ る 呼 吸
療 法 の た め の 酸 素 又 は 酸 素 付 加 空 気 供 給 装 置 に お い て 、 流 量 計 量 器 を 経 由 し て 酸 素 供 給 源
に 接 続 さ れ た ベ ン チ ュ リ 計 量 器 と 、 上 記 ベ ン チ ュ リ 計 量 器 に 設 け ら れ 、 流 量 調 整 部 材 に よ
り 調 整 可 能 な 空 気 取 り 入 れ 口 と を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 の 更 な る 特 徴 及 び 利 点 は 、 限 定 さ れ な い 例 と し て 添 付 の 図 面 に 例 示 さ れ た 呼 吸 療
法 の た め の 酸 素 又 は 酸 素 付 加 空 気 供 給 装 置 の 、 好 ま し い が 限 定 さ れ な い 実 施 形 態 の 説 明 か
ら 、 よ り 明 ら か と な る で あ ろ う 。
　 図 を 参 照 す る と 、 本 発 明 に よ る 呼 吸 療 法 の た め の 酸 素 又 は 酸 素 付 加 空 気 供 給 装 置 は 、 呼
吸 用 フ ー ド １ と 組 み 合 わ さ れ て 用 い ら れ る も の で あ っ て 、 全 般 的 に 符 号 ２ で 表 さ れ 、 使 い
捨 て タ イ プ と い う 重 要 な 特 徴 を 有 し た ベ ン チ ュ リ 計 量 器 を 備 え る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 も う １ つ の 重 要 な 特 徴 は 、 ベ ン チ ュ リ 計 量 器 ２ が 、 通 常 の 窒 息 防 止 弁 を 備 え た フ ー ド １
の 供 給 ポ ー ト ３ に 直 接 接 続 さ れ る 点 に あ る 。
　 ベ ン チ ュ リ 計 量 器 ２ は ボ デ ィ １ ０ を 備 え て い る 。 こ の ボ デ ィ １ ０ は 、 そ の 吸 入 端 部 に お
い て 、 ポ ー ト 即 ち 吸 入 口 １ ２ に 第 １ 酸 素 供 給 管 １ ３ を 接 続 す る た め の カ ッ プ リ ン グ １ １ を
備 え て お り 、 酸 素 供 給 管 １ ３ は 、 酸 素 を 供 給 す る ボ ン ベ １ ５ の よ う な 酸 素 供 給 源 や そ の 他
の 適 切 な 供 給 源 に 、 第 １ 流 量 計 を 経 由 し て 公 知 の 方 法 で 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 カ ッ プ リ ン グ 本 体 １ １ に は 開 口 １ ６ が 設 け ら れ て お り 、 空 気 を 付 加 し た く な い 場 合 に 、
カ ッ プ リ ン グ 本 体 １ １ に 装 着 し て 上 記 開 口 １ ６ を 塞 ぐ こ と が 可 能 で あ る 一 方 で 、 カ ッ プ リ
ン グ 本 体 １ １ か ら 取 り 外 し 、 酸 素 の 流 れ に 所 定 量 の 空 気 を 混 合 さ せ る ベ ン チ ュ リ 効 果 を 得
る こ と が 可 能 な 、 キ ャ ッ プ １ ７ か ら な る 流 量 調 整 部 材 に よ っ て 開 口 １ ６ が 調 整 さ れ る よ う
に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 ベ ン チ ュ リ 計 量 器 ２ の ボ デ ィ １ ０ に は 、 第 ２ 酸 素 供 給 管 ２ １ を 接 続 す る た め の 補
助 吸 入 ポ ー ト ２ ０ が 設 け ら れ て お り 、 ボ ン ベ １ ５ 又 は 他 の 適 切 な 供 給 源 に 接 続 さ れ た 第 ２
流 量 計 量 器 ２ ２ に よ っ て 補 助 吸 入 ポ ー ト ２ ０ へ の 酸 素 供 給 量 が 調 整 さ れ る よ う に な っ て い
る 。
　 上 述 し た 構 成 に よ り 、 空 気 と 酸 素 と の 混 合 量 を 任 意 に 所 定 量 に 調 整 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 空 気 と 酸 素 と を 混 合 す る 必 要 が な い 場 合 に は 、 開 口 １ ６ を 閉 鎖 す る よ う に キ ャ ッ プ １ ７
の 位 置 を 維 持 す る だ け で 十 分 で あ り 、 こ の 場 合 、 患 者 に は １ ０ ０ ％ の 酸 素 が 供 給 さ れ る 。
　 空 気 と 酸 素 と の 混 合 比 率 は ベ ン チ ュ リ 計 量 器 の 構 造 に よ っ て 定 ま る も の で あ る た め 、 キ
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ャ ッ プ １ ７ を 取 り 去 る こ と に よ り 、 酸 素 の 流 量 と は 無 関 係 に 、 比 率 が 一 定 の 空 気 及 び 酸 素
の 混 合 物 が 得 ら れ る 。 必 須 で は な い が 、 空 気 と 酸 素 と の 混 合 比 率 は １ ： ４ と さ れ る の が 好
ま し い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 酸 素 の 比 率 を 変 更 す る た め 、 第 ２ 酸 素 供 給 管 ２ １ を 用 い 、 追 加 の 酸 素 を 任 意 に 導 入 す る
こ と も 可 能 で あ り 、 ベ ン チ ュ リ 計 量 器 の メ イ ン 吸 入 口 か ら 流 入 し て 空 気 が 混 入 さ れ た 酸 素
に 追 加 の 酸 素 を 混 合 す る こ と に よ り 、 空 気 と 酸 素 と の 混 合 率 を 変 更 す る こ と が で き る 。
　 以 上 の 説 明 に よ り 、 提 案 さ れ た 狙 い 及 び 目 的 が 本 発 明 に よ っ て 達 成 さ れ る こ と が 明 ら か
と な り 、 特 に 、 フ ー ド に 直 接 接 続 さ れ る 特 徴 を 有 し た 使 い 捨 て タ イ プ の ベ ン チ ュ リ 計 量 器
を 使 用 す る こ と が 可 能 な 装 置 が 提 供 さ れ る と い う 事 実 が 強 調 さ れ る 。 こ の た め 、 ベ ン チ ュ
リ 計 量 器 を フ ー ド に 組 み 込 む こ と に よ り 、 必 要 と さ れ る 空 気 と 酸 素 と の 混 合 比 率 を 達 成 す
る 酸 素 ボ ン ベ ま た は 他 の 適 正 な 供 給 源 を 有 し て い れ ば よ い こ と に な り 、 装 置 が 携 帯 可 能 と
な る こ と に 加 え 、 現 在 使 用 さ れ て い る 装 置 の 全 体 構 成 を 簡 略 化 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 ベ ン チ ュ リ 計 量 器 を プ ラ ス チ ッ ク 製 と す る こ と に よ り 、 使 い 捨 て タ イ プ と す る こ
と が 可 能 と な り 、 装 置 の 維 持 管 理 や 較 正 、 殺 菌 に 関 連 す る 全 て の 問 題 を 解 消 す る こ と が で
き る 。
　 使 用 さ れ る 素 材 は 、 付 随 す る 形 状 及 び 寸 法 の ほ か 、 特 定 の 使 用 に 適 合 す る も の で さ え あ
れ ば 、 必 要 に 応 じ て い か な る も の で あ っ て も 良 い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ４ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に よ る 装 置 の 概 略 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 酸 素 の み を 供 給 す る 状 態 に あ る ベ ン チ ュ リ 計 量 器 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 添 加 空 気 と 共 に 酸 素 を 供 給 す る 状 態 に あ る ベ ン チ ュ リ 計 量 器 の 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 　 １ 　 呼 吸 用 フ ー ド
　 　 ２ 　 ベ ン チ ュ リ 計 量 器
　 　 ３ 　 供 給 ポ ー ト
　 １ ０ 　 ボ デ ィ
　 １ １ 　 カ ッ プ リ ン グ
　 １ ２ 　 吸 入 口
　 １ ３ 　 第 １ 酸 素 供 給 管
　 １ ４ 　 第 １ 流 量 計 量 器
　 １ ５ 　 ボ ン ベ （ 酸 素 供 給 源 ）
　 １ ６ 　 開 口
　 １ ７ 　 キ ャ ッ プ （ 流 量 調 整 部 材 ）
　 ２ ０ 　 補 助 吸 入 ポ ー ト
　 ２ １ 　 第 ２ 酸 素 供 給 管
　 ２ ２ 　 第 ２ 流 量 計 量 器
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【 図 ３ 】
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